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人類が地球上にその足跡を残したのは，今から約 300万年はど前に遡ると言わ

れていますが，剛来人類は多くの発見をし，また発明をして生物）界において確固

たる地位を占めてきました。

火の発見，土器の発明，文字の使用，金属器の製作などありとあらゆるものは，

人間の絶ゆまぬ努力と思考の産物であり，発展の礎となりました。

これら過去において生成された偉大なる遺産は，我々自身が体現しているもの

もあれば，あるいは地中深〈埋もれた状態にあるものもあります。あるいはまた，

この現象界から減失してしまったものもあったでありましょう。

我々が今日存在する背景には このような過去の偉大な遺産があったからに他

ありません。換言すれば，我々の存在は我々がみずから創り出したものではなく，

過去からの連続した線上における一つの点にしかすぎない， とも言えるでありま

しょう。そのことを過去の偉大な産物は我々に語りかけてくれます。また，我匁

か将来に向ってこの一本の線を紬持• 発展させていかなけ礼ばならない中間点で

あることも自明の理であります。

このように考える時，我々は過去の偉大なる産物を後笹に残し伝えることこそ

が，我々に課せられた使命であることを確認します。しかし，人類の歴史はまた，

破壊の歴史でもあったと評価することができます。がしかし，我々は破壊の麿史

の中に存在していても焦為に破壊することだけは避けなければなりません。

以上のような考えのもとに，今回の発掘調査を実施したものであります。本報

告が，今後の文化財保護行政及び学問の発展に寄与するところかあれば幸甚に存

じます。

なお，発掘調査に際し，種々のご指導とご助言を賜わりました文化庁をはじめ，

県敦育委員会，関係機関，関係者及び炎天下のもと作業に従事していただいた皆

緑vこ対し，衷心より感謝の意を表するものであります。

昭和58年 3月31日

諒早市乾育長 西原
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1 . 本書は擁壁工事に伴う遺構の調査及び遣跡の範囲確認を目的として

実施した林バ土遣跡の発掘調査報告書である。

2。調査は昭和57年度国庫及び県費袖助を受けて実施した。

3. 発掘調査は諫早市教育委貝芸が実施し，出土遺物は諫早市郷土館に

おいて保存，'公開している。

4. 本書の執筆者は次のとおりである。また挿図，図）坂等も各々担当者

が作成した。 Vについては，長崎大学医学郭解剖学第二教室の松下孝

幸， 分部哲秋両先生に玉稿を賜わりました。

I・II・IIIロ N・VI。前・・.......秀島貞康

V・・・・・・・・・・・・・・ ● ロ・・・・.................. 分部哲秋

5. 遺構の実測。写真撮影は秀島，古賀佐徳か行い，遺物の実祖rJ,トレ

ース。写真撮影は秀島が行った。また，出土人骨については松下，分

部両先生によるものである。

6, 本書に使用した高度値は海抜高である。また，方位は磁北を示して

いる。

7. 本書の編集は秀島が行った。

訂正及び補足

訂正

抑図目次 第 9図、 第17図・・・・・付.図 ● 0 •• 

. -
21頁7行目 送郭 葬送

34頁1行目 N V 
, ―--

38頁1行目 V ¥ii 

17行目 lat 1 註4'

誤 』 -・折り込み

補足

41頁14行下I註 4下に
稲常裕和「富の原酒跡群確認調裔概報

常の原常熊阻跡の調査」 大村市教育

委員会昭和57年

を抑入



本 文 目 次

I 遺跡の地理的歴史的環境................................................................................. 1 

II 発掘調査の経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
1 . 過去における調査等の事例........................................................................... 5 

2. 調査に Vヽ たる経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9
3. 調査の概要................................................................................................11 

III 遺跡の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13
w 遺構............................................................................................................17 

1 . 遺構の配置................................................................................................17 

2. 遺構および遺物・.........................................................................................18 

・甕棺墓......................................................................................................18 

・集石遺構...................................................................................................19 

・祭祀遺構...................................................................................................21 

・円形土壊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

・箱式石棺墓................................................................................................26 

・円形土壊墓 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31
3. その他の遺物・............................................................................................33 

v 林ノ辻遺跡出土の中世人骨..............................................................................34 
1 .'よじめに...................................................................................................34 

2. 資料および所見..........................................................................................34 

VI 3~*:: .・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :: 
挿 図 目 次

第 1図諫早市位置図 (1/1,600,000)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

第 2図遺跡分布図 (1/40,000).............................................................................. 2 

第 3図 四時秋出土甕棺及び副葬土器実測図 (1/3, 1/6) ・・・..….... …•• ・・・・..…... ….......... 6 
第 4図 林ノ辻昭和56年度発見甕棺実測図 (1/6)...................................................... 7 

第5図 小栗丘陵表面採集資料実測図 (1/3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

第 6図 林ノ辻遺跡地形図及び調査区設定図 (1/600)…..….... ……..... …..... …• …….. ・・・・・ 14
第 7図 G-2・3土層図 (1/30) ........................................................................ 15 

第 8図 G-6土層図 (1/20) .............................................................................. 16 

第 9図遺構配置図 (1/150)

第10図 甕棺出土状況図 (1/2~·;…・:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: …18 
付図

第11図甕棺実測図 (1/6).................................................................................... 18 

第12図 集石遺構出土遺物実測図 (1/3).................................................................. 19 

第13図集石遺構実測図 (1/30) ........................................................................... 20 

第14図祭祀遺構土層図 (1/30) .... ・ ・ ・... ・ ・ ・... ・ ・ ・ ・.... ・ ・.... ・ ・..... ・ ・..... ・ ・ ・..... ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・........ ・ ・ ・ ・ ・21 

第15図 祭祀遺構出土遺物実測図その 1 (1/3) ......................................................... 22 



第16図 祭祀遺構出土遺物実測図その 2 (1/2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

第17図 祭祀遺構実測図 (1/30) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 付図

第18図 円形土墳実測図 (1/20)

第19図 円形土墳出士遺物実測図し-~;~·□ ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 25 24 
第20図 1号箱式石棺墓実測図 (1/30) ......................................................... 折り込み

第21図 1号箱式石棺墓墓壊実測図 (1/30) ・・・・・・..…..... …• • • …..... …....... ….... …• 折り込み
第22図 2号箱式石棺墓実測図 (1/30) ・ ・.... ・ ・... ・ ・ ・..... ・ ・ ・... ・ ・ ・..... ・ ・..... ・ ・ ・ ・ ・ ・...... ・ •.. ・ ・ ・....... 27 

第23図 2号箱式石棺墓墓壊実測図 (1/30) ............................................................ 28 

第24図 3号箱式石棺墓実測図 (1/30) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29 

第25図 箱式石棺墓出土遺物実測図 (1/2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第26図 1号円形土凜墓実測図 (1/20) .. ・ ・......... ・ ・ ・...... ・ ・..... ・ ・ ・..... ・ ・..... ・ ・ ・.. ・.. ・ ・.... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・31 

第27図 2号円形土墳墓実測図 (1/20) .................................................................. 32 

第28図 3号円形土凜墓実測図 (1/10) .................................................................. 32 

第29図 2号円形土凜墓出土遺物実測図 (1/2)......................................................... 33 

第30図 その他の遺物 (1/2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

第31図 本明石棺群第 1号石棺墓 (1/30) ............................................................... 40 

第32図 本明石棺群出土遺物実測図 (1/3)............................................................... 40 

図 版 目 次

1 - 1 遺跡遠景（東より）

2 調査風景

3 G 1土層（北より）

2-1 G2土層（北より）

2 G 3土層（北より）

3 G 6土層（西より）

3 -1 甕棺墓出土状況（北より）

2 甕棺墓墓墳（北より）

3 集石遺構（東より）

4 - 1 祭祀遺構遺物出土状況（南より）

2 掘り上げ後の土墳の状態（北より）

3 円形土墳（東より）

5 - 1 1号箱式石棺墓（東より）

2 蓋石除去後（北より）

3 墓墳（左上は1号円形土塘墓）（東より）

表

6 - 1 2号箱式石棺墓（東より）

2 蓋石除去後（東より）

3 墓墳（東より）

7 - 1 3号箱式石棺墓（北より）

2 小口部の状態（北より）

8 - 1 1号円形土墳墓（西より）

2 2号円形土墳墓（東よ‘り）

3 3号円形土墳墓頭蓋出土状態

（南より）

出土遺物（昭和55年発見甕棺，甕棺

箱式石棺墓出土遺物，銭貨，青磁，

円形土墳墓出土土師質土器）

出土遺物（四時秋出土甕棺， 1号人

骨）

，
 
10 

目 次

第1表 遺跡地名表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
第 2表遺構一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

第 3表土師質土器法量表・...................................................................................33 

第 4表下顎骨計測値..........................................................................................35 



ー 遺跡 旭理的歴 的環境

0遺跡の地瑶的環境

諫早市は長崎県のはぼ中

岳を

また

切れ込ん

流）底の傾斜か急峻であるため扉状池を
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カら成っており，

異にしている。栗面，
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五家隊岳，

これらは

とによる

地質は第三紀から第四紀にかけて哨出した多良岳の安山岩か襟高 500m

富川町，
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34• 

究峰多良岳を境に佐賀県と接する。標高1,075mの経ヶ

帆柱岳，峰火山の群小火山

る河川のうち，最も

湯野尾町，

9’ し その地形は複雑である。

深い五を形成しており丁度掌を拡けたような恰好を見せる。

御手水町などの高所においてそ 左｝

この深〈

きいものか本明川である。全長22kmと短かく

ることな〈有明拇へ流入している。河口部は潟土

県下随一の穀倉地警を形成するに至った。
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遺跡地名

戸12 荘 ，` ~ ば谷
所右地 II立 池 出土造物等 _ j  ー-時ロ-・--期7 
諫早市日の出町折山頭 標高60m 丘陵上平坦部 I

If 福田町上平田 II 50m 剥片他

： 
！！ 西里町 I I II 20m 丘陵先端部 刻縄文片他式土器，弥生式土器 縄文～弥生 I 3 西 里

'4 金谷 II 金谷町 II 18m 織部燈籠 近 懺

5 高城々址 II 高城町 II 50m 独立丘陵 本丸，空濠，土塁他 中
世 i' 

6 諫早農高 II 船越町 II 10m 細形銅剣，弥生式上器 弥 土/—L＾ I 

l I林ノ『辻 Ii 小川町 If ;rn m 丘陸全域 弥疵生憎，式土中器濫，墓，箱育式右磁他棺' I I 弥生～-古に暉墳

8 II II II 40m II 弥生式土器他 I~; 「 生

9 十仙平lII 醤崎町 I II 40m 丘陵頂部 剥片他 繹 文 i
， 

10 源内谷III 4ヽJli町 II 30m 丘陵鞍部 刻片，砕片他 II 

' 
11 崎 田 II 長野町 II 25111 丘陸先端部 弥生式土器，刻片他 ， コ"J小ん 生

, 12 大久保 II II 3Qm 丘陵斜面 料片，砕片 網

文I， 

, 13 水葉山 ii II 20m II II 

14 長野城址 II !I 100m 山頂 I ， 中 世:'

15 宮崎館 II 宗方町 II 20m 丘陵先端部 ナイフ形，土石師器器，石，青鏃磁，弥生
式土器， ， 他

旧石器- I I 
中性

16 小野城址 II 小野町 II 廷Om 丘陵頂部 本丸，空濠，六地蔵石輯他 中世～近世：

' 小野貝塚 II 40m 丘院先端部
弥生式土器，ウミニナ， 弥 生' 17 II 
Iハイガイ他

' 18 内 野 II II 60m II 弥生式土器，石鏃他 II 

水の手 II 宗方町
I 
II 10m 丘陵 古 墳19 

20 太郎丸 II II 10m 水田部 弥生式土器 弥 生

21 宗方城址 II H 100m 丘陵頂部 中 世

22 I堤の端 II 天神町 II 60m 丘陵 石刃，剥片，砕片 纏 文

, 23 鶴田城 ！！ 鶴田町 ii 80m 丘陵頂部 F， r 可 世

24 木秀古墳 II 長野町 II 70m 丘陵 横穴式石室2基，須恵器他 古 墳

25 宇木城 II 有喜町 I 11 30m 丘陵先端部 中 世

26 II (二の丸） II II 10m II 

i 

27 上原貝塚 ” 松里町 II 10m 丘陵斜面 弥生式土器，他土師器，鉄 弥生～古墳 I i 
鏃，獣骨片 1 

28 上 原 II II 30m 丘陵上平坦部弥生式土器，剥片他 弥 生l
29 有喜貝塚 ii II 20m 丘陵先端部 綱文式土器，弥生式土器， I纏文弥生I

箱式石棺他 ～、

'30 六本松 ” " SOm 丘陵斜面 弥豆：器石鏃，剥片他 " I ！ 
31 平の上 If II 40m 丘陵 刻片，砕片他 繹文

32I 熊野神杜 II 
" 10m ,; 陵上 宝歴印塔，匹譴 □中世丑潰]I 

33 有喜大久保 ＂ l l 1 10m l違 剥片他

34 
小鳥帽子五

Ii 古 墳！I II 140m 丘陵頂部

- 3 -



えられる。

近年，調査遺跡の逓壻により， 火山灰の存在も明 Iっかになりつつあるが，

ーを確立するまでには至っていない現状であり，

るところである。

0遺跡の歴史的環境

諫早は県下随一の素支倉地を有している。

用一洵水面低下も関連ーによるもので，

火山学， 地質学などと共にその進展が望まれ

これは干拓によるものと，

テフロクロノロジ

陸化作用により

からの本遺跡の成立，本遣跡と対峙する

隧化作用は年平均10cmほど

ヽの耕地が成立するのは弥生期以前に遡ると考えられる。即ち前期末頃

註 2(古く

墓の発見があり，細形銅剣の検出かあったと えら九る。）の存在。

そ九以前の潟土の陸化作
註 1

とさ訊る。左―

されたが

や
J
で対峙する両

遺跡の成立背景には稲作農耕という経済悲盤の確立が想定される。

したてあろうか。水田部位ての調査実例か無いため下明であ
>t3

を参考にすると，大村扇状地末端の冨の原常盤遺跡（中期末頃）
註4 ,H 

深堀遺跡（前期末～）約 4m, 佐世保市宮の本遺跡（中期前半～）
註 6 ,t 7 

遺跡（前間後半-) 3 -5 m, 有川町浜郷遺跡（前期後半～）

そこでどれ位の干潟が当

るか， 「om, 長崎市

出津
註 8

4--5rn, 宇久町松原遺跡（前

3 -4 m, 

期後半～） 測る。地域にバラッ沢はあるが前期～中間にかけては 3m前後に
註 9

まれている。よって 3m以下に当時の洵水面が予想される。また和島誠一氏Iっによ

m以下，

致する。

3-4mを

中 e 2m以下の渾水面を有明海周緑の遺跡を基に想定されており，

只’)

そこで地形図に 5mより上に位置する水田の範囲を入れると第 2図（アミ部分）のよ

うになる。 305mの水田面は更に拡大する。築 2図6,

展間していたのである。

る。

この可耕地が本遣跡及び農校遺跡成立の基鶯であったこと

『肥前国風土記』には「高来郡

が見える。 f'

）
 

シ／▲キ
6

郷玖所 !..'._!r 駅陣所

上記と大酪一

7より西側には湿田的な可耕地が広く

燐伍所」

類棗抄』には「新居爾比井」

と記し，

と記し，

各れ

応部省
註10

西郷町に比する説

もある。 このように古代より交通の要衝として果し b

}

 

J
0
 

＇， るものがある。
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土肥利男『多良山麓』昭和40平

正林 護「諫早市出土の捐剣」 『九州考古学』 41-4£1 昭和46年

稲富箱和冒の原遺跡確認調査概報』大村市敦育委員会 昭和57年

四藤芳駕他『深堀遺跡』長崎大学医学部解剖学第二教室 昭和42年

久村貞男他『宮の本遺跡』佐牲保巾敦育委員会 昭和56年

平野敏和『出淳遺跡』外海町教育委員会 昭和57年

小田富士雄『五島列島の弥生文化ー総説篇』長崎大学医学部解剖学銅二敦室

II 

祖島誠一，麻生優、田中義昭「北九州における後水期の池進湿退について」

瀬野梢—良11 『長麟県の歴史』昭和47年

昭和45年

『資源科学研究所案報』 63 昭和42年

バ
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発掘調査の経過

1 0 過去における調査等の事例

林ノ辻遺跡の存在は素焼のカメか出土する場所としてかなり古くから地元では認識されてい
貯 1

たと間〈力，我々か管見において知るのは昭和48年橋本幸男氏の論考を初出とする。

氏は当時諫早市周辺の遺跡群を丹念に調査されており，その調査時に当遺跡を発見された。

宅地造成か進む丘陵先端部において合口甕棺 2基を発見され，昭和43年丘陵西側の字四時秋(

しじあき）哀棺出土地点と連続した遺跡てあろうとされた。また時期は出土甕棺から

中期後半～後期を中心とするものと推考されだ。

この甕棺発見を契機として昭和44年県教育委員会により発掘調査がなされている。宅地開発

に伴う事罰調査として実腫されたもので甕棺掘り方及び聾棺片など多くの遺物が検出されてい
註2

る。時期は弥生峙伐中期前半～中葉の「須玖式」と呼はれる土器群を中心、とする。

このようにして林，9辻辻遺跡かかなり広範な遣跡であり，かつ長期に及ぶものであろうことが

と明確になってきたのである。そして，字四時秋を小栗遺跡A地点， また丘陵先端部を小

栗遺跡 B 地点として周知の遣跡としての把握がなさ、礼だ~゜

ところか，蚤貪状況のもとて一歩一歩と進んでいた

において新たに甕棺か発見さ この遺跡が丘陵全域を包み込む規模であること

たのである。昭和55年 5月のことであった。

更に，

ヵ，稲田＝

見られだ。

砧i

こn' ょ

A地点（字四時秋）

,/辻

され

以上，過上における調査等の事例の概略を述べたか，多；＼に

セ・>lからなる。

ず
゜

氏の資料の中には，

を実随さ

された丹塗り

.4cmを測る。

中位よりやや下

丹念に

て＇ヽ 
，＼ 
ミり▲
ふ
4

中に翌見され応ものぞ合わせ口にし

口
。

5

令

をさ礼ていた市内在住の古賀

し冗ものよりも古く遡るものも

を紹介する。

（第 3図，図版10)

された土翡 2個の

C
 

-l 
ll c
 

At-

口がつく。底部は上げ）皇をな

の音し位は全てナデ仕上けののち，丹度りを施す。胎土中にI--2 

やあまい。 2は下甕に使われた甕形±器で，戯虹卵形の器体に逆L字形の口緑部かつく。口縁

部は内測へ窄出し，上面旦湾曲し，端紐は丸くお~ さめる。胴中位には断面コ字形芙帯を

ぐらし，直7汀こ一ヶ所穿孔している。色調は内外面共に渉茶褐色を呈い胎土中に I--3麟の

に—
J 



砂粒を含む。焼成はややあまい。口縁外径26-24.Scmと
歪んでおり，胴部最大径はほぼ中位にあり

49cmを測る。底径10.6cm, 器高56cmを測る。調整は内外面共にナデ仕上げ。 3・4は
副葬された状態

で検出された。 3は鉢形土器で，碗形の器体に上げ底気味の底部がつく。 内面ナデ，外面上半部ナ

デ，下半部ハケ，底面ナデで仕上げる。中位に輪積み痕を残
す。色調は内外面共に淡茶褐色を呈し，

底部近くに焼成時の黒斑がある。胎土はl-2mmの砂粒を含
むが精良で焼成は良好。 口縁外径15.3

第3図

゜
. 10cm 

1・2は1/6

3・4は1/3

四時秋出土甕棺およぴ副葬土器実測図

6
 

多
：
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-14。2cmと歪む。底径 4.9cm, 器高 8.3 cmを測る。

に脚台かつく台付鉢形土器である。全体的に

調整は休部。抑台部内面ナデ仕上げ。外面は薔表が荒紅ており不明。

時の黒斑を認める。胎土は l-2 Illlilの砂拉を含む。
叶4

R字林ノ辻出土資料

り方は

り下甕位であろうと

h

「
6

:

j

 

土取りにより破壊されており，

上・

ったものと

を

ロ緑に張りの少ない胴部がつ〈。

は円側にや、突出させ丸〈おさめる。上

面は凹む

下に

口緑部から

,;、、

，
 

,＼ 

ー西位である。

〈はは‘均ーにしている。内面及び

褐色を呈し，

日困昂を転用したもの。胎上は

良好。

2は逆L

を

かに張りをもも，

づ〈。器壁旦源<

内面底部付近はユビで下から上ヘナデつ

けて調整。

胎土は

西側残存部が若干下位にあ

。色調は内面乳灰色，

ロ

れる。

てl/2強を欠失。

ぶくらみか見ら九？

形突帯を

まではナデ，

ロ .3cmを測る。

〇緑下に断面

くらす。胴音［は．わす

上げ底気味の平底へつ

にする。内面ナデ．，

らノ

（第 4図，図版9)

掘り方は短怪50cm,

される。主軸は

帯直下はハゲのちナデ，

り

内側から外側に

下半部に炭化物様のもの

を合わせ口に

+f-
ヽ1

『

ロ

と

口

われ

＞い’
立
口祖ヶ平

Ti
□
 

ぐらす。罪

外面以下は

られる。

までナデ， 突

はハテによ

3 cmの孔を

.4cm, 

4は（；字形に外反する平坦口

ったい じを与える。口唇郷と脚端音炉を

。時期は弥生時代

1 mていどの惰円形墓壕である。掘

ょ
9

9

 
を呈し焼成

中葉～

ー――
 

i" 
I" 

し`
り

~
ヽ
し
．

↓
し
、

\~ ＼
中
、

“い＼＼ヽ

＼`ヽ
ゃ

。外面茶

著である。

第1;図 林ノi:ts。闘年度発見翌棺(1
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底径 9.6cm, 器高42.3cmを測る。中期中葉の所壼である。
註4

＠小栗丘陵表面採集資料 （第 5図）

14、12,を図示したが， こ礼らは

l -8は甕形土器及び底部である。

稲田三千年両氏及び市教委保管分のうちの一部である。

1は逆L字形口縁をなし胴はあまり張らない。内面はナデ，

外面はハケのちナデ仕上げ。口緑外径26.4cmを測る。 2も逆L字形口縁をなし内側に少し突出
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させる。上面は中凹みを呈す。 3は底部付近で脚台接合面で判離している。 7は胴上半部の破

片で肥厚させ命1位の刻目を施す。貼付肥厚部のみにナテを施し， 外面タテハケ， 内面タテ，

ョコ，斜位のハケ仕上げ。 8は〈字形に外反する口緑部で直下に断面三角形突帯を貼付。内面

ハケのちナテ，外面ナデ｛士上け。 4-6は関台部で5は薄手で脚端部は尖かり気味におさめる。

器体底部は充頌している。 4, 6は 5に比し低〈て厚手のものである。 9-11は

9・10は同一個体片と思われる。内湾する体部から反転して外湾する口縁部を有するもので¢

端節はわすかに平坦面を残す。精選された帖土を困いており，調整は器表が荒れているた

明。 11ーは脚柱部で器体底部は枯土を充填している。梢選された帖土を使用している。調整は不

明。 12。14は壺形土話である。 12は袋状，口縁をなすものて口径 6,8cmを測る。胎土は

成良好。諾表か荒れているため調整不明。 14は肩部に断面三角形突帯を貼付しており，内加に

は帖土の継ぎ日が看取される。内面は下かい上に順次ハケ閻整を施す。外面は口緑下位けハケ，

突帯部ナテを施すか以下は器表か荒れているため不明てある。

1 , 2・4。6・12-14は中期中葉～後半， 8は後叫L 9。10は

比定で苔よう。これらはすべて

せるに足るものである。

るが，

7は前期

間を或る屁度推測さ

註 1 j裔平幸男「長崎県諫早市周辺の遺跡」 『仄崎県立美術i'-'I物飴 研究紀要』 1 1973 

訊 2 長崎1鼠文化誅 正林崚氏（乃ご敦不による。

註 3 長崎大学医学部に保着されていたか，昭和57年沃早巾郷土館に保晋替えを行った。内恥芳篤先生のこ配慮に1色謝

するものである。

吐 4 、現在諒旱市郷上館において保管して＼ヽる。古賀，稲田仙氏のこ配慮に感謝するものてある。

2な調査にいたる

昭和43年発見された本遺跡は，そ

て認識されていたのであるか，その範囲が地点として

よって若干破壊さ

このような状況下のもと，

わち面こして

このよう

3, ゞ
C C, 

することかで苔た。甕棺発見地点より北東約りOrnり池点であっだ。

り方かと思わ訊る土塙，平坦な床面をもつ住居址と思り且る点椅などが確記芦れ之。

も経ており霜(すれ，て消滅しとものし企っ応ろうと推される。

れを受げて

ど受けて現地に

して l，ヽったのは当

を 之
CJ

員

さ~；/しズしヽた 7この， その

となって,.,・ふiこのは吝易に想伶でさよう。

に発見さ且るに及び，

できる地虐からう 1應形リ

とI;ヽ ．ご＿よう。

lご．

を経て，周知

吝
J

し

互

と

を行しヽ 応し＼

もし〈は

な

ふ、ものてあった。

もり，そ

を臼てビのてあ｀る。柔た同J¥に土る'.{S

- 9 -



地開発の許可申請書が提出され，設計変更等による現状の保存について協議を実施したが，技

術的な面など諸種の事情により変更不能であり，遺構及び遺跡の範囲確認をも含めて，

年度事業として実施することとなったのである。

調査関係者は次のとおりである。

調査総括

調壺担当

調査協力

調杏外業

整理作業

西原

山口

松尾

山口

鶴田

木原

英麿

隆昭

誠

勝実

勲

保夫

平古場 豊

草野マスエ

秀島

古賀

松下

分部

貞康

佐徳

孝幸

哲秋

國武勇，

塚元尚，

麻生優，池田勝，

諫早市教育委員会教育長

I
I
I
I
 

I
I
I
I
I
I
 

I

I

I

 

I

I

I

 

教育次長

社会教育課長

課長補佐

指導係長

事務職員

長崎大学医学部解剖学第二教室

芦塚進，
＂ 
酒井勇，津田諭，

宮田浩二， 草野宏士，

竹市時義，吉田秀男，

中村義孝草野孝士，

＂ 
I
I
I
I
 

（庶務担当）

松竹文子，中山菊枝

発掘調査，遺物整理に際しては下記の方々及び機関にご指導，

し深甚の謝意を表する次第である。 （敬称略，

諫早市郷土館（野中素，

東安晴，

昭和57

古賀直磨，

五十音順）

ご助言を頂いた。 ご芳名を記

吉田碩男，山口玲子），稲田三千年，稲富裕和，

小栗公民館（宮崎和十，佐藤弘，

下川達禰，城壷太郎，

佐山政勝，小北弘子），小栗小学校 神尾ミヨ，古賀力，

田川肇，立平進，宅島寿雄，塚元五十二，鳥越辰興，

内藤芳篤，長崎県文化課，長崎県立美術博物館，長崎大学医学部解剖学第二教室，

平野敏和，前田隆志，松山芳雄，宮崎貴夫，

正林護

村井正明， 村川逸朗
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3. 調査の概要

は崩壊寸前の遺桐詳の取り

を実施した。

前者はトレ し，状況により芦干の『広張を行うこととした。

3,800m2と広大なため数多く

チ4ケ所 (T-1--4)を

入
5 られたがトレ／チ 7

(G~l-7) を

土砂崩壊防止のための既掘の側濫かあり，これをもって土層の状態包含層の有無を知ることかできた。

以

. 7月12日-19日

7月12日に

を開始する

り'，し，

る余力しかな〈，全｛本の 2%程度にととまった。

日誌をもとにその慨要を述べる。

謡材の搬入， テントの を行う。同

しかし

南北の主軸はN-15°5'-W 

プを組み立てる。 T-1, 

, 7月21日--31日

G-2-6を その結果，

なかった。

キ、 一国，今 ，~ 
dこ JJ 心ヽ 1~

石を

表土の下に

性もある。

不明

K

目
．ぷ

r

?
J
 

0 8月；：日-12日

L
 

1
-

r, ピ
，｝人

G-4. におし‘

翌24日に

っており

G~l を

G-2•3 にも

しきものなし。 G~5

中期の土器が挟在する。北縁部のみ

り，

る。法面か 3-Smほど切り立っているた

その下位に

及び遺樺

。地附にあわせて20m間隔

G-1は包

を『屈り込んだ土塙二基を確認。

(l号）を検出。東側にも法面に現われた

cん,1¥ 

ス(t
 
こ

『

一

•9 

されており

遣跡の範囲確認のためのトレンチ

か存在せず，

どのピットと人

る。 1日表土かと思われたが火山灰の可能

ギ江、
乞冥.¥。

をする。

ぇ-'―-"-9 Q 。

らは

T-1において円形土J廣墓 (l号）一基検出。人骨片か存在。

T~z 

。歯が断面にひっかかるようにし

っていないことが判明する。

P

]

 

ナ’士
{

の低い方は一貯て＼九る。

ちを行う。

止弔1/lノ

・遺物の検出も

を検出する。周辺

おし、

るにとどめる。 G-6では

を出土。性絡

これに切られた形で

23日より

ら丁度25年目であっ

より切り取ら九

つ ツア I ' 7 、,(9。

を

こ
'

↓

 

丁一

目り長りもしっかりしている。掘

、ガラ

2日に人

3日と 5日の両日
~9] 

実測開始。蓋石はヨロイ cl)ように

゜
ス令ヽ,9

 

9
,
＼
 

一e

、,3 
は玉石を r.

↓
 ＇ としている点など， べ

i
l
1

璽を

と

る蓋せ方をして

られる。
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上におい

点において

検出。また豆負位の小口石には朱を塗った痕跡を認める。 l号石棺とは稲々の

られたが，主軸方向か 90゚ 振れている事実には驚く。 T-3の表土剥ぎ

を開始する。表士下においてプランの検出を行うか土層の状態か悪く判然としない。法面にお

いて床面か確認されるので立ち上がりを追って調任する方法をとる。その結呆，プラン確認の

ため拭張を行ったトレンチよりも更に大苔な土」隠であることが判明。現在の石垣の下の方に抗

がると想像されるため，排土部と通路を残して抗張を断念。今回はこの大土鳴の北緑を検出し

たのみであり， どのようなプランを呈するか不明である。トレンチ南端において立ち上がりの

一部か確認されだので，長楕円形を呈するものか。中からは弥生式土器片が出土する。 G-7

を設定して包含層の有無を調査。褐色土包含層力存在し弥生式土器が出土。包含層の北端かよ

り以北あることか判明。丁ー 4を設定し，半載された甕棺の取り上げ調査を行う。棺は東測に

口緑罰を回けており，昭和55年発見のものと同方向である。掘り方底面に溝かあリ，溝0)少し

上方に石か存在。木蓋であったてあろうここを示している。この付近に

ろうと推量される。 2・-4日まで地形測量を行う。

. 8月13日--16日

盆林み

'3月17日-31日

1号 C 2 了。り 1 き続苔 T~1

グ） 棺内の調査を行う。

に玉石を散いた棺床を

と思われる。棺材は抜き取ら九たものと判唄。 T-3の不明

生土器片と共に多量に出土する之ぼ），平面図と断面図の作製に取りかかる。実測後土蕃を取り

上げるか再び礫か多量に出土。邸合 2回の実測を行う。喫中に大石が 3個存在し］主目され』：。

/7 —亡
d v 祖!J及びG-1--2-5°6<7)工層

C 9目1日--20日

り

3 丁。 T~3

を取り除さ

文、a)。

し9、cc, -'o, o 

?

[

 

人も

(3号）

）， ，＇ 

出土は認められ〗棺床面へへ。一部

あり，側璧司のもの

ら耶り

強い土層か主り）層叩に土器Jt

っている。この層を取り除いて床面となるがC

色、ど呈するカチカチ さは約 1⑩ はどで硬t,,.。

は平坦ではな、，

あり円尼，楕円附＼溝状(T囁態を i〗している。この 6

ち上かりをもた立 ¥r'。ま fこ2ヶ所にはほ

］グループがあ

入る。

を繰り互して

を巳言して

黄～

中の鐙分とマン方

は多

え位の石そ：掴ぇ

てお汀 れ，な 1,·.。 T~3 心。

以上＂日誌をもと '~ 
，
 

E
 

匹である。

- 12 -



田 遺跡の概要

林ノ辻遺跡は北へ延びる丘陵の東側斜面に位置し，標高25-40mを測る。傾斜角は14度はど

でかなりの勾配である（第 6図）。そのため畑地として利用する際，段切りを行い，石垣を築

いている。

調査では傾斜に沿って20m間隔の基準杭を打ち，南北を Z-E, 東西を 1-3と標示した。

この交点及び線上に 7本のトレンチを設定，また任意に 4本のトレンチを設定した。以下，

l、レンチの概略を述べる。

G・-1 (図版l) 約10cmの表上下は られる。この層には安山岩の風

化，礫を混じえるため下眉との再淮積土又は漸移層と推される。その下位に地元でドンク盤とい

われー、る層で孝大～入頭大の安山岩風化礫層がある。凧化礫や周囲には累褐色の斑点かあり鉄分

やマンガン分の酸化沈憤物と思われる。色調は淡茶色，赤紫色，灰色，黄色の風化礫層が混じる。

枯性は全くなくスコップで削るとザクザクとした感じである。無遣物層。この 1、レンチからは

表土を含めて一片の遺物も出土せず。

G ---1 (第 7図図版2) G-1と粗似た層序を示している。

l ... ●。•淡黒褐色土表土

2、.....茶褐色土

3 . "・・噴『褐色土

指頭大の安山岩風化醍及び炭化物を含む。弱帖性。漸移層又は再濫層。

指頭～拳～人頭大の安山岩風化喫層。砂質を示す。

このトレンチからも遺物の出土なし。

G-心 （第 7図，図版2) G-2とはは同様の層序を示す。 3, 4の祖違は内容物と帖性

の違いにあり，元来は同層として取り扱って良いものと推される。表土下よりの遣物の

皆無である。

呈宰

以上G-1--3には

G-6, 3層に

包含層であろうと推される上層

り，漸移層崖しくは再堆積層と

り下

この下層から頭羞とピット群を

G-5 表土下にはG--2, 2層と が存在。その下から

と推量される。よって

G --B (第 8 図販2) を示している。

1'""'表土

z , ・・・ c ＜ 

;:, c, •••• .. 色土 〈 なし。層中わすかに

さ札た。この 2

を含む。乾燥すると

タテ i= る。火山灰であろうかと推さ且る。

- 13 -
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4。.....茶褐色土 粒子は細かく均ーで 2に似る。

5 ... …黄褐色土 安山岩の風化礫層で指頭大の粒子を混入する。弱帖性を示す。

2層下において弥生式土器を出土する性格不明の土堪を検出している。

T-1 ~3 はぼ同レベルにあり表土，茶褐色土，風化礫層又は赤黄色帖土層という層序を

示し似通っている。だが，風化礫層又は赤黄色粕土層（部分的に存在）は法面を観察すると北

側から南側に傾斜して行乞第 6図のA列あたりで再び上昇し以南へは更に厚〈なるという堆

積を示している。この層に影響されて上位の層は変化するようであるが現地表のコンターとは

無関係であることを指摘できる。

T→ 最高所にあり表土下に風化礫層があり，これを掘り込む形で甕棺が埋納されている。
現表土下30cmはどで掘り方となる。往時はある程度の深さに埋納したものであろうが侵蝕によ

って上位の土層は低位に流下したものと思わ礼る。

包含層はG-1-3, T-4には殆ど存在せず，下方に多〈溜る傾向を示している。この

ことは墓域の形成とも無関係ではないようだ。つまり古い募域をより高所に作り，そ

開して下位に新しい墓域を作る。間断なく続く風や水にエる侵蝕により高所から低所へ土層か

流失する。 T-1付近に厚く存在する茶褐色土は以上のことを示していると考えられるか，よ

り広範な調査により成層状況，墓域の形成過程も解明されるであろう。

l-29.1 

<')'Im
● 9・==ピ~..b.-... 1― 本こ;;;二— ~--.... ~ ―□ ---.:::.! 

第 6図 G-(l ）
 
り＂必ー』

勺↓

＇ 
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斥す。

曾という層序を

を観察すると北

くなるという堆

乃コンターとは

里納されている。

ろうが侵蝕によ

している。この

り，その後，筏

ら低所へ土層が

えられるが， よ

L-29.7 

lm  
,,I 

c
 

~-

G-4 
．． 

0 0 

I oo o 
頭蓋取り上げポイント

27.0 

第 9図遺構配置図(1/150)

3
 

~ 

4
 



ー 配置（

出土遺柵は第 2表に示すように各時期

定されたことを示している。

甕棺はT-4においてのみ検出さ

土器を転用した

るc J 

6・9図）

さ九る。 G~5 出土の集石遺構は拳大の醗で構成さ

T~3 の祭祀遺楕と比

うことなどの相違貞を

G-5とT-3

とは

ス。

っ
、↓ぇ

胃

0
9
 

}‘ ー`

して50m,

青
]
`
J
 

“, 
'こッ(

O
T
9
 

り底面に小土t廣を穿っており

n' 
⇒

出札

G-3とT-4が同じく 50mと距っており T-4付近の甕

の祭祀対象か存在するものと

ありすべてT-1において

t "'凡己—,'
ご印又.J'-'I

」ら

,_~ に でぎなかった。

より低位に存在したものと

円附土凜墓はT-1,

って 一質小皿 n

以上により現段階

中朗

）
 
＼
 

•5 
ぐ
）
 

T-2, 

）， 
9
9
 

占地し， T-4周

されること。

、よ

さ

凰

本遺跡か長期に恒る墓域として選

。
しヽ

と

な
キ｛、'

か明確でないこと，

見て大過あるまい。

及ぶものと

出されだ。南約10m の所に G~4 のトレンチ

また八 ・B,C-3列を

えら礼る。

G-4で検出き汎ており，

されていることなどにより，

できよう。

入～

この周囲を中心に

したと れること。

る。いず汎も日用

A-1を中心とする

に土器が存在す

蝶のレベルが地形に沿

T-3 

さ礼る。 これら

第 2表

な主J

さ訊る。

よっても検出されず、し該石

また c~E-3 列以西の造成によ

まれたと推さ礼る。

v:-r.ir 

人骨頭蒻; I中世か
： 

此生式工器 1弥生中朗

弘生式土

．，トレ／チ 1 遺 構

I 
I. 
Ir且式石棺 (1号）

T-1 I II (2号）

L II (3号）
/, .~~ 

I I円形土＇!廣墓 (l号）
T-2 i円形土渡墓 (z号）
T~~' . -~I 

1 T-4 ¥甕棺
i小ピ・ット詳

G-4「
) 
I I ! G-5)集石遺塙
I ¥土魔
, G-13 I一

L.,.Jccニ-・・--・・--・''
遺構一覧喪

J7 -



2 遺構および

⑪甕摺墓（第10・11図，図版 3・9)

墓壊は長怪60cm強の惰円形で安山岩風化蝶層に掘り込んでいる。覆土中に10cmはどの醍が少

し浮いた状態で存在し，直下の床面には幅 '3cm, 長さ30cmはどの溝が検出された。納棺後，木

をし，石と土で押さえたものてある。

甕棺は単棺で主軸はN-79°5'-E, 傾斜角がて'iコ縁部位を下げて v·•る。

甕形土号苔（第11図）は口縁外径40cmを測り＾器高は底部を欠失しているため不唄。 T字形ロ

縁で内側に突出させる。上面は中凹みで口縁端部は僅かに段がついて尖り気味に記さめる。ロ

縁部直下に断面三角形突帯を一条巡らし，張りの少ない胴部へとつつ＼。闘台か付くと思わ九

る。一孔を穿つ。外面茶褐色，四面屡褐色。胎土，'焼成艮奸。調驚旦器表が荒れズおり不明。

黒髪ェ▽応19い裏愛 l, 甲却I友干V)!/;/笙ビの 0。

, I 

---1- " 

『゚ I I~ ― 
， 

コ1

第直図墾詈且工状況図(1 第!1図甕棺実測図(1
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●集石遺構（第12・13図，図版 3)

小児～大人の拳大安山岩礫を用い，地形に沿うように配石がされている。大要は未だ詳らか

ではないが，安山岩礫を配する状態で南部へ延びるものと推定される。集石は東西 2m, 南北

1. 5 mほどで，東西の比高が 0.4m, 南北はほぼ水平となる。礫間には土器を挟んでおり、或

るものは礫の下に入り込む状態も見られる。構築面は茶褐色土である。検出時における掘り方

は存在しなかった。

遺物は弥生式土器のみが30片ほど検出された。

甕形土器（第12図ー 1-5・8)

1は復元口縁外径27.2cmを測る口縁部で，ほぼ均ーに延び上がる胴部に逆L字形口縁を有す

る。内側への突出は顕著でないが，かなりシャープである。接合部外面にはクシ描きかと思わ

せるような浅い沈線がかすかに一条残っている。色調は茶褐色で，胎土には細粒を含む。焼成

は普通である。内外面共にナデ調整。 2は小型のもので復元口縁外径16.2cmを測る。均ーに延

び上がる胴部に，外上方へ開く口縁部がつく。上面は僅かに中凹みを呈す。内外面共にナデ。

茶黒色を呈し，胎土精良，焼成良好である。外面に煤の付着がある。 3はT字形口縁をなし，

4は2と類似している。 5は口唇部が上方へ開くものである。 8は底部で復元径10.2cmを測る。

僅かに上げ底をなす。灰茶褐色を呈し， 1 mm大の砂粒を多含する。焼成は普通で，調整は器表

が荒れているため不明。

壺形土器（第12図ー 6・7)

6は底部で片半分のみ上げ底状を呈している。焼成後上げ底状にしたと推され，段がつく部

分と，つかない部分がある。

茶灰色を呈し，胎土精良。

焼成良好で，底径 9.4cmを

測る。内外面ナデ，底面ハ

ケのちナデ仕上げ。 7は胴

部突帯部片で断面方形の突

帯を貼付。胎土は 1mm大の

細粒を含むが精良。焼成良

好。内面ナデ，外面ナデの

後，丹を塗付している。

以上の土器は中期中頃～

後半のもので，集石遺構の

築造・存続時期を示してい

る。

丁 「
口ーr=r\汀~~
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第12図 集石遺構出土遺物実測図(1/3) 
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●祭祀遺構（第14-17図，図版4)

平面プランは現段階では不詳であるが不整形を呈すると推定される。 A-Bで約 8.5mほど

を測るが，軸が少し東に振れているため実際の遺構の長さは 7m前後を測ると推される。東側

は土取りによって破壊されているため不明であるが、ほぼ中央部で4mほど残存している。よ

って検出時の規模は 7mX4mほどであった。掘り方は北側で明確に残っており、赤黄色を呈

する粘土層を約30cmほど掘っている。西北隅の標高が上がる部分では60-70cmと深い。この大

土墳は標高にほぼ沿うよう掘られていることを示している。大土壊の肩部が地形に沿って掘ら

れているため比高があるのに対し，床面は意識的にほぼ水平を保つように形成されている。床

面には更に小土壊が6ケ所穿たれている。略円形～楕円形を呈するもの (1・2・5・6号小

土壊），溝状をなすもの (3・4号）がある。小土壕の床面は平坦なもの (3・4号），浅い

舟底状のもの (1・5・6号），二段掘りのもの (2号）がある。

第14図は大土墳の覆土土層図である。

1. 茶褐色土 粒子は均ーで粘性がある。炭化物片を含む。

2. 赤茶褐色土 粒子は均ーで粘性がある。親指大の安山岩・砂岩礫を含む。

3. 赤褐色土 粒子は均ーで粘性がある。親指大の安山岩•砂岩礫を含む。

4. 黄茶色土 粒子は均ーで粘性がある。

土層は西側が高く東側が低い堆積状況を示しており，層中に含まれる炭化物の小片等よりす

ると自然堆積の感を強くせしめるものがある。 4層は粘性の強い層で大土墳・小土墳の床面ほ

ぼ全面に拡がっている。この層中には小片と化した土器片を特に多く‘含んでいた。この4層の

下が床面であるが、床面は非常に堅く締まっており， 1 cm程度の厚さがある。色調は黄系色の

強い黄赤色を呈しており，鉄錆のような感を与える。この床面の生成については詳らかにし得

ないが，鉄分やマンガン分を多含する風化礫層（火山の泥流堆積物）の酸化泥積物ではないか

と思われる。また， トレンチ南壁の 1層中には炭化物の集積層が浅い皿状に認められた。

礫は拳大～二抱え程のものまであり，かなりの多数にのぼる。 1号・ 2号小土墳のほぼ中央

部には大振りの石を据えており，この石のほぼ中位のレベルから下位に礫が多出する傾向にあ

る。土器も同様である。多数の礫は 2号小土墳の部分に特に多く存在し，この小土墳が祭祀の

L-25.62 

二 ゜
1m 

第14図祭祀遺構土層図(1/30)
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中心を占めていたものであることを窺わせている。

土器は全て小片と化しており，

在せず，

実測可能の32点を図示した。

がないものは小土囁に帰属させることか取り上げ時に不可能であった

甕形土器（第15図ー1--18) 

口縁部の形態により 5種 8類に分類か可能である。

a
 

T"ふ

I b 

Ha 

II b 

川

胃

V 

而

ロ縁を有する大形のもの

口緑をなし外上方へ大きく延び上がるもの

当遣橿の機能を示しているかのよっである。約 250片はどの土蒜の出土かあった

断面三角形を呈し上面が平坦なもの

断面三角形を呈し上面が凹むもの

逆L

逆L

器形の大要を

（図中の続き番号の次の小さ

をなし上面か平坦なもの

をなし上面が凹むもの
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r能な土器も存
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これらの土器は黄～赤灰色を

焼成も

か□緑内面ハゲのちナテ‘？仕上げの外は器表が荒れているため不明である。 15, 18は平>大形

のロ

19け口縁部に穿孔を有し，黄赤色を呈す。胎土精良勺焼成良好。調整は不明。 20-23は胴部

三角形突帯部位て，22・23のように刻目を有する例もある。負褐色で胎土精良，焼成良好。外面

ョコナデ，内面ナデ仕上げ。 24は広口壺で口縁外径28cm。赤褐色で胎土。焼成良好，

脚台音〖（こ5 。 26, 28-30) 

2:',。26。28は甕脚台部と推され 2類ある。 25・26は深い上げ底からや、湾曲しつつも宜線的

に延びるI;却台で，端部は平坦におさめる。

九〈おさめている。 29・30は祖似t:::

国。 30は内面黄茶色，

(31) 

脚柱部内面にシボリ目を残す。

ミニチュア土器 (27,32) 

27は高坪<J)脚部と推さ九るもので，手担ねである。

胎土精良，

，棺として使用したものであろうか。

(19-23) 

外面不明。底径 7.4cm。28は内面灰黒色，外面黄灰色で，胎土は細砂を含むも

8 cm。291こ［黄褐色で胎土精良，焼成良奸。内外面共にナデ仕上げ。底径10。8

で，

〈開き 端部は丸くおさめる。 32は

しているが，脚惜部は

マ--._, 

干凹んでいる。

2。5--207 cmと少し/1、ビツで応る。

l。2)

ー

ている。 2は

のである。周緑には刃こ

形定呈す。ともに］

C
-
る

党百戸、"'、 りヽー

--, 
ヤー．

'o) 0 

さ及

できる。 I ’
 

;＇ 
／
 

るものか多〈， 12のように丹塗り土器もある。

4, 7, 8, 18がヨコナデ， 15か口縁部ヨコナデ，胴内部ナデ， 17

え
J

で，胎土は精良。

を呈し，胎土は砂粒を

とし

を示すか， 29は穿孔を

弓.,
、C,co

も精良。

さに位けるが'，

さ礼て

であろうと

より荒いりタッチを誨し，刃部を

い面をなし，

艮

は 1cm程のヘラ栂のエ具でタテに

し呈字J

明で底径 8cmはどを測る。脚襦部は大~き

と推されるものでにI

である。色調は黄茶色，胎

二ビによる押えのた

且る。脚

し

と見 1つれるも

〈成形する。

で

しつつ延び

る。 25は騨台 1吋面ナ

。底径13.4cmを測る。

る。年部底面はナデ

しのちナデ仕上げ。
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れるもので中期前半に比定されよう。且類は 近いタイプと考えられる。更に小已分の

aから bへの移行か考えられる。よって I類は中期前半，汀類は前半から中頃，田類は中頃か

ら後半，胃類は後半から未頃に比定さ九ると考える。 V類としたものは

中頃～後半に比定されよう。可類としたものは最も新しく古式土師器と考こら九る。この閃類

は後世の攪乱による混入と思われる。祭祀遺構から見て

その後長く放置さ訊たようである。

この遺跡内に住居址，生産址等の

中頃に営まれたものと

であることより，

祭祀を款り行った場と考えら礼る。 時には小土壕上に大石を据えることにより，その

を持たせたものと考えられる。また， に が認めら汎る

ところから播少に類する風習もあったと推測される。

あったことを想定させる。

t -:t!8.8:3¥ 

じ Wrn 
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親rn図 円形土堀実測図 (1
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● 円形土凛（第18・19図，図版 4)

大小二基検出した。北側土壊は略円形の平面プランを呈し，床面は三段となる。壁面はほぼ

垂直に近く立ち上がる。この土壊内からのみ遺物の出土か約300片程あった。当初は甕棺墓壊

かと思われたが，その片鱗なく土器片のみの出土を見せ，性格不明である。南側土壊は円形プ

ランで床面はフラットである。壁面立ち上がりはほぼ垂直である。肩の一部を掘りすぎている。

遺物の出土はなかった。 この二基は 2層である茶褐色土下の 3層漆黒色土に掘り込まれており，

同時期の所産である。また 2層は弥生中期中頃以降の再堆積土であることを示している。

遺物は土器片のみであり 6点を図示した。

1-3は甕形土器で細部において各々異なっている。 1はT字形口縁をなし，平坦口縁であ

る。胴内面から口縁端部まではヨコナデ，口縁下部はハケのちヨコナデ，胴部外面はタテハケ

の後ナデにより調整。茶褐色を呈し，胎土は精良。焼成は良好である。 2は1と同様T字形ロ

縁をなすが中凹みしている。ヨコナデ仕上げ。茶褐色を呈し，胎土は精良。焼成良好である。

3はY字形に近い口縁部で端部は丸くおさめる。ヨコナデ調整。淡褐色を呈し，胎土は精良。

焼成も良好である。

4-6は壺形土器である。 4は丹塗り土器の口縁部片で，胎土は精良，焼成も良好である。

口縁部内外面共にヨコナデ調整の後，丹を塗付している。 5は胴部の突帯部片で，断面三角形

突帯を四条巡らしている。色調は外面茶褐色，内面黄褐色を呈す。胎土は精良で，焼成良好で

ある。 6は胴部突帯片で，黄褐色を呈している。胎土は精良で，焼成も良好。調整は器表が荒

れているため不明である。

出土土器は甕，壺，高坪などの器種を含んでいるが，甕が主体を占めている。大きいもので

も10cm程で，他はすべて少片 細片と化している。中には高坪のように脚部の縦割れしたもの

もあり人為的な破砕の可能性が高いようである。また接合可能な破片も少なく，全体の器形を

知り得る例がないことも人為的な破砕を示唆しているようである。

これらの土器は中期中頃～後半のものであり，本遺構も中頃～後半の所産と見られる。

一'一ー［ロ
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第19図 円形土壊出土遺物実測図(1/3) 
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~f 

三基を検出し、 1 調査順にl- 3と番号を付した。各々主軸？構築法などにおいて異なる。ま

た封土，周溝等の施設は調査段階ては確認できなかった。棺内は土砂で充埴しており人
骨の検

出はなかった。

1号箱式石棺墓（第20・21・25図，図版 5。9)

地形に沿うように主軸をとっており， N-7°-Wである。使用された石材はすべて砂岩の板

石で，本遣跡の南西方 1kmに産出する。以下構築順序に従い記述する。

245X 130cmを測る楕円形で深さ50cm内外を測る。底面には側石及ひ小口石裾置の掘り

を有する。立ち上がりはほは‘垂直に近く，西側では二段掘りになっている。東南隅は 1号円

形土壊墓によりー音[l破壊されている。

石棺の法量は内法で長さ 1.8m,南側小口幅38cnぃ東側小口幅26cm,最大幅48cmで頭位は南側

にある。また深さは20- 30cmを測り，頭位の方かや、深〈なっている。

東側壁は 3枚のオ反石を一部重複させて据え，西側壁も 4枚使用して同椋に築〈。頭位に比ヘ

足位の据石がや>荒い。 1則壁外側に 2ケ所の黄赤色帖土による目張りを施す。小口石は両側壁

の内側に据えておリ，内方へ倒れ込む力を綬和するよう配慮されている。

棺床面は板石を隠間な〈敷き詰めており，頭位に石枕を拠えている。北側足位が僅かに
上か

っているがはぼ水平に保たれている。

羞石は先す4枚で全面を覆い，隣間に黄肴色帖土て目張りを施し巧 更に 5枚の板石て目張

り部分を保護するように被覆している。この最上位の蓋石も目張りかーケ所施され，こ
の目張

りは側壁外側の目張りへと連続している。

副葬品は棺四石枕東に，棺床面から 9cm浮いた状態でカラス王か 1個検出された。また腰部

の東壁寄りに鉄鮨 1本か出土したか，既に原位置を離れていた。

蓋石実測後，棺内精査のため取り外しに掛かると東側壁外側に枯土目張りかあった。こ
の帖

土目張りを精査すると側壁上面より約 4cm下位に灰色を呈する空隠部か存在した。これは何か

を帖土目張りに埋め込入腐触して出来たスタンプであろうと推察された。断面はすてに
半分は

破壊して了った訳てあるか，他の半分は残存した状態てあった。残存部の断面は半円形を
呈し径

約 2cmを測る。全長は45cm程て南側は尖かり気味に終るようである。この棺外副葬品は木製
の

弓てあろうと推測される。

2号箱式石棺墓（第22・23図，図版6・9)

昭和55年 5月の現地踏査て確認されていた石棺てり当時既に小口部か破壊されていた。

1号にはは直交するように構築されており，主軸はN-72°--Wてある。遺構は 2分の 1強残

存しており，特に残存部か頭位であったのは幸いした。

墓壊は現存長120c叫最大幅134cmを測り，楕円形状てあったと推測される。深さは60cm前後

を測る。壁面の立ち上かりははぼ垂直に近いか内北側では二段掘りとなっている。また
西壁小

- 26 -



へて異なる。ま

ており人骨の検

すべて砂岩の板

コ石据置の掘り

東南隅は 1号円

~m で頭位は南側

く。頭位に比べ

小口石は両側壁

位が僅かに上が

枚の板石で目張

され，

れた。また腰部

あった。

f> ~o 

この目張

この粘

これは何か

はすでに半分は

半円形を呈し径

副葬品は木製の

~-

れていた。

：は 2分の 1強残

深さは60cm前後

る。また西壁小
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口部では幅15cm,長さ40cmはとの段を残している。

への倒壊を防〈ための施設である。底面には溝状の掘堅をなし側石1居置

口部て18cm,北側壁で20c叫南側壁で10cm前後掘竪している。床面は北側か僅かに低いかはぼ

水平に保っている。

石棺構築の石材はすべて砂岩の板状石を使用している。石棺の法量は内法で現存長 1m, 

45cmを測る。深さは30-3Scmで頭位か深い。側壁は北側 1枚，南側 2枚か遺存している。小口

部は 1枚の板状石を据置しており，両側壁の内側に入る。小口石にははぼ全面に赤色顔料が塗

されており， また小口部の床面にも認められ頭位であったことを示している。

轄床面は指頭大-3 cm程度の河原石を隙間なく

IQ 

l"~ n
 '
 

•• “
 

第22図

これは小口石の持たせ掛けと両側壁の内方

としている。

き詰めて床面としている。

7 
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2号箱式石常墓実測図<in旬
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蓋石は頭位から足位へ順次被覆する方法がなされている。よって の蓋石の末端に次の蓋

石が重なり った状態を示している。

副葬品は棺内床面上において鉄鈍1本を した。

L-2iili.:!I 

g
.
g
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第23図 e:a 
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棺の組み方は糸巻き形(II:I)'と推定される。規模は側石及び小口石の掘り方，礫床の範囲から

勘案して長さ1.5m,幅50cm前後てあろう。棺床面は硬床で指頭大の河原石を使用して厚さ2cm

はど敷いている。

副葬品等の出土は見ら札なかった。

箱式石棺墓出土遺物（第25図，図版 9)

lは現存長5.1cm, 幅1.3cmを測る鉄器で，形状からして鉤であろう。茎部は欠損していると思

この部位か刃部であろう。われる。茎端部より 3cmの所で反っており，

幅1.3cmとなる。断面は刃音B'茎節共にカマボコ形を呈している。鍛鉄製である。 1号箱式石棺々

内出土。 2は現存長8.5cm,刃部長1.8cm,刃部幅1. 1cm, 厚さ2血 1,

厚さ5mmを測る鉄鎚である。茎部は断面悌形，刃部三日月形を呈し，

鋒は尖鋭てある。

を呈している。 さ4mm,:/歪L1X3.5mm、1,5mmはどの紐孔が通る。断面は扁円形を示し，管状の

素村から切断して製作されている。

克のみの出土てあった。 4は丹塗り壺の口緑部片て巧端部は丸くおさめている。

げ後＂丹塗付。胎土栢良で焼成良好である。

は甕脚台で原形の＋はどを

5は嵩杯脚部で，

っている。内側にはシボリ目を残す。赤褐色を呈し，

3号箱式石棺上の集石中よ

り出土した。

これらの箱式石棺墓は，

し ま訊ており，

棺桐造において若干相違し

•. 

t
 

(~ 

なとこ

る

る

f

こ

,
V

・ア．

て

隔

と

ら

でぎよう。

あまり

さ訊た

2
 

より出土した。

1号箱式石棺棺内 で，

とすれば刃部長2。}cm,

.7cm, 茎部幅1.4cm,

中央部が少し凹んでいる。

3はガラス製の小玉で淡い青緑色

覆土を水洗したにも拘らず 1

ヨコナデ仕上

6と共に 1号箱式石棺墓墓熾内より出土した。 6
 

赤褐色を呈し，胎土に細砂を

エンタシス状をなす。裾部への屈折位に径5mmほどの円孔を 3ケ所に

比定

。焼成は普通である。調整

胎土精良，焼成は普迎。調整は不明。

3
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第2ぅ図 箱式石柑墓出土造物実潟図(1
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⑬円形土壌墓

本遺跡検出の遺構群の中でり最も新らしい一群である。土壊墓は円形を呈するものが 2基及

び頭菟骨のみの検出で墓壊の確認かてきなかった c~4 出土のものを一応この類に

とした。

各々の土壊暮からは人骨斤が確認されたか｀

ては後章において述べられている。

1号円形土壕墓（

1
、4

⑩はどである。

1
1
 

C,‘i 

0
0
 

覆土堆積の状態は後の流礼込みを示している。深さか30cmはと

定さ汎る。上面を木蓋等で封したのであろう。土靡り ';t票式的

。
つ
一文

淡黒褐色土

淡褐色士~

淡褐色土

人 は検出面

において僅かに散

見された。遺物の

出土はな1,,。

2 号円汗旦；壊墓~

（第27。29図，

表 1

第3

図版 8°9)

土取りにより半

されている。形

状｛よ 1 と同しく

＇ ^
，
 
"’
 
ょ

じに。
ク
フ
、
1‘, 

。
芯
3

で

まりのな＼，土か

流入して I,、、ふる。

,-,~-

ともに保存状態が極めて悪い。

，図版 8。10)

を破壊して作られている。径90X75cm, 底怪75〉く65cm,深さ30

は茶褐色土ではぼ垂直に近く掘られている。

はそはそとした土 まりがなし‘。

茶褐色土の再堆積土と推され，ブロソク状の土塊である。微細な安山岩風

化礫を混じえ，炭化物を仁'~0

2とはば相似た色調。成分を示すか若干枯性に富む。

! ~J! lm 
I匹ー =;i;;;;;;::;;;;;;;i―ゴニ—

小皿8枚，：tーI':;_杓

第⑭図
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とこス～

その詳細につい

の覆土は

＜棺の使用はなかったと

見られなかっ
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第幻図 ？ 

汀した状態て検出された。また

において歯

められた。棺の使用は不明。

土盛り，募石の存在もなかっ

。
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土師質の小皿は 7枚あり，は

は同罪-;:。同大てある。帖土塊か

らロクロ水挽きにより成形・調

整されており， 6以外はすへて

りにより底部を切り離
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第箕図 3号円形土領墓実測図(Urn)
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打つような凹凸を見せて立

かリ， 口緑端部は丸〈おさめて

いる。 6は底部の切り隠し痕が不明瞭である。体音翫から

る。 色調はすべて黄茶色を呈す。胎土は水簸した素占土を

である。 8は坪で口 7口水挽さにより成形，調繁。底部。体蹄に

部は丸くおさめる。底部は回転糸切りにより切り闇している。ロクロの回転は

る。 2の仁I緑部には息明として利用した際の油）しの痰があり，これら

と異なってし3
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あ
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使用されたのちに埋納たれたことを示唆している 0 中世

末～近抵初頭頃の所産と思わ訊る。

ゅ3号円形士痕墓（第28図，図版 8 。10)

頭蓋骨のみの発見で，土横の検出は粕査したにも拘ら

すなされなかった。本来存在したであろうと思われる

ため土堀墓の名称を付して紹介した。

中世末～近抵初頭の所産と

co 

存
J

これらの円形土墳墓は， 2号出土土師質土器から見て，

その他の

より出土した 2点

。 ］は涼緑色を

呈する青磁碗片で明代の

ものか。 2は「唐国通宝」

で南磨。中興二年 (AD.

959)の初鋳てある。

第3飼図そ

れる。

（第30図，図版10)

可三二三ー
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ー
/i ／ ー

／ ／ 
／ 
／ 

~ 
- 1----―--ii 

／ 
て

/ / ／ 

口ー「三J//
＼ 已三： 上 ， 
. ·~. -—,-:;;: I, ----―-, , 

亡---ョ
2 

第闘図 2 

- 33 -



ー＼ li 
林 亡遺跡出土の中崖 ,J:2,, 

円

松下孝幸※

分部哲秋※米

n
 

1
ー一 はじ に

長崎県読旱市小川町にある林ノ辻遺跡の土塘票から， 3 体分の人~骨か出土した。 この人骨は

別項で述べられているように，若古学的所見より，

八骨の保存状態は著し〈悪いもので‘，残存量も少な（：，計拙てきたのは下顎骨のみであった

属する人骨てある。

か，全図的に中世）＼ の例は偏在しており， としては なものなので， できるたげ詳し

ノ
＼

I•, 
L, 入。 ？て え4

]
しだし_,。

r; 
L,,, 

/ 

よび所見

ら出土した 人骨は 3体て，その埋葬遣構は て てある。出土

の性別。 は下記の所見から次のように される。

人骨番号

1号円形土壊喜）＼骨

n
ハ一 II 

・且r
..'円

3号円形土壊募八骨

女性

不明

壮年

残存していた人骨の保存状態は着しく悪〈，はとん

良〈残っていた。

（女性⑭

状のものてあったか， i;i: 比較的

歯か釘柏した していた。下顎骨は両側 ，を ＜欠しヽ て

しヽる力：、 9

歯は良く しており，
゜
ス6

尤」、仁ら「し
j
ャ
り

｝

一

表 4に丁すとおり，あ翠り ぎ1,,ものではなし‘。

で示すと次のとおりである。
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表4 下顎骨計測値 (mm)

67. 前下顎幅 42 

69. オトガイ高

69(1). 下顎体高（右） 27 

（左） 29 

69(3). 下顎体厚（右） 12 

（左） 11 

69(3)/69(1). 下顎体高厚示数（右） 44.44 

（左） 37.93 

咬耗度は Broeaの 2度である。

下顎骨の他には順位不明の肋骨の肋骨角の部分が残存していただけである。

性別は下顎骨の径がやや小さいことから，女性の可能性が強く，年令は歯の咬耗度から，熟

年の初めと推定される。

2号円形土壕墓人骨（女性・壮年）

荊のみが残存していたが，すべて遊離歯で，しかも歯冠のみである。これらを歯式で示すと

次のとおりである。

~;;;;;:;I~;~;~~~~ 
咬耗度は Broeaの1度であり，歯の大きさは一様に小さい。

性別は歯の径が一様に小さいことから判断すれば女性と考えられ，年令は歯の咬耗が軽いこ

とから，壮年と推定される。

3号円形土塘墓人骨（性別不明・熟年）

頭蓋の一部と歯のみが残存していた。頭蓋は左側頭骨の乳様突起の一部と外耳孔の一部およ

び下顎体の一部が残存していたにすぎない。下顎骨は下顎体の右側の歯槽部が部分的に残って

おり，この部分には歯も釘植していた。また上顎歯も遊離歯となって残存しており，これらを

歯式で示すと次のとおりである。

//  / P2巳 CI2 / 
／ぬ M1 巳 P1~/ / 

I1/////// 

/ / / / / M1/鳩．． 
咬耗度はやや強く， Brocaの2-3度である。

（・：遊離歯）

性別は不明であるか，年令は歯の咬耗がやや強いことから，熟年と推定される。

- 35 -



゜
っパ）

諫早市にある林ノ辻遺跡から中世人骨か3体出土した。保存，状態は悪いものてあったか，て

きるだけ詳しく観奈した。その結果は次のように要約できる。

l . 3体の人骨のうち。性別を判断てきたのは 21本 (l・2号円形上演墓人骨）のみで？

この 2体はともに女性でう残りの 1体は性別不唄である。

2. 3体とも歯か残存していたので，歯の咬耗状態から

体は壮年，残りの 2体は熟年と推定される。

3' 鈴木 (1956)は鎌倉の材木座の中世入骨を調査研究し，この人骨には長顕，低顔，低

を推定することか可能で， 1

鼻，歯槽性突顎か認められることを明らかにし，中世人が現代人と著しく臭なっていだ

ことを指摘した。九州では内藤によって，熊本県の尾窪 (1973J , 大分県の立石 (1974)

などの遺跡から出土した中世人骨にも同様の傾向か認められることか明らかにさ訊た。

その他保存状態は悪いものである力，熊本県塚原（円燥， 1975), 同

下， 1980), 荒尾市杉谷（内籐。松下， 1978)などの遺跡からも中世入骨ガ出土してい

るか，その例数はまた少な〈，本例も保存状態は悪いものて，上記のよう

られるかどうかを明らかにすることはでぎなかった。

加）小I,山口地域においても中世人骨の例はしだいに増加してきているか，その出土例

偏在しており，ぎた数も少な〈 3 中世における地方差の問趙など明らかにす

べき課題は多い。今後とも中世ある i,ヽ は近世ゾ＼骨の例を 1例でも培やし，

形質の解明に努力していきたい。

＜襴筆するにあたり，

に人骨研究に関して-

を与えていただいた諒早市教育委員

いただいた戸藤芳篤教授に深〈感謝致します。〉
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IVにおいて本遺跡から された遺構及び遺物について概略を記したか，

を若干行いたい。既述音r5分と一部璽複することもあろうか―

甕棺驀について

今屈検出された

今回のものは， した小児棺で，木蓋で密封し塊石で押える方法をとってい：。
註1

このような例は，二塚山遺跡第43号甕棺墓に認めることかで言るか，
註 2

を有しない点異なっている。使用された甕は，従来黒髪式と言われる黒髪町遺跡出土の甕棺

氏らは

に類似する。底部は欠失していて不明であるが、，恐らく脚台か付〈ものと
註3

川日向遺跡』の中で，住居址出土弥生中期土器を A-D類に

の結果，

D類の中， D

目
I

中葉頃に位罹付けられようとの結論を下された。

ついて言）立され「・・・・・・D類とされた

られる。黒髪式土器を I類（中期） II類（

る可能性か強い。」

に突出する張り出し~ を

以上により

するようである。また第 5図 7

の嚢棺は

墓，土堀墓，

あると言えよう。

:2 
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f

「
'

こ9~ 

は一基のみであったか，

土器を

とされている。

なし

D類の甕はロ

で明らかに

本遺跡出土の甕は，その特徴において前記D類より前出するものであり
註4

位置つけられよう。細部の特徴においてや>異なるか類例として富の原躇盤遺跡3
げることかできよう。

おける甕棺墓は，昭和55年度発見分の中期中項から

前期後半頃まで遡るものではないかと息われるか，該期

し‘ て

ら中頃にかけて

を

をとること力ヽ ら

を思わせる。墓域の形成過程と併せて

されたもので，

と

るものであろう。しかし，

しヽたし‘。

えられ名。
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ることによってそ
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尤戸｝

され，極々
註 4

また式末純一氏は上記A-

よりも

出の傾向を示している。

や
J

えることとなった。

木菟を固定する

れる。佐隣伸二

外反するもので，

として利用されたものとは '>  
えら

きれるべぎ課題で

のまとめ
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(2)農耕祭祀には関係はないのかということ， (3)埋葬遺跡における二次的祭祀についてどんなこ

とが考えられるか……」との提起をされ，各々の意義について明確に言及されている。 (3)につ

いて「小形粗製手捏土器は，かんらい自然神を対象とする鎮魂の祭祀の用具であり，その小形

粗製手捏の手法は自然神に対応する呪術的な祭具とみることができよう。……弥生後期の埋葬

地における二次的祭祀は何らかの理由にもとづく，その地点における自然神に対する鎮魂の祭

祀とみることが適当ではないだろうか。」とされ祭祀行為の背景に重要な指針を提示された。

従来，墳墓群に対する祭祀は特定の甕棺墓に対する祭祀と家族墓及び村落墓全体を対象とす
註6 註 7

る共同祭祀の存在が指摘されているか，石橋新次氏は二塚山遺跡の分析により「祭祀遺構 1基

に対し最大6-10基， 1回の祭祀行為につき 2-4基」と墳墓数を想定され「現在のところ祭

祀遺構に全墳墓域を対象とするものや，特定個人墓を対象とするものは見い出し得ない。」と

されている。

本遺跡の場合，祭祀遺構がどれ位の墳墓群に対応するものであるか，未だ不明部分も多いか

G-5集石遺構が祭祀的様相をもつことを勘案すればさほど多数にのはることはなさそうであ

る。また，他地域出土の祭祀遺構と比較すると，土i廣覆土は自然堆積と推され，層中に炭化物
註8

を含み，大土壊中に小土壊を穿つ点などの類似点が見い出せるか，士器祭祀と呼ぶには余りに
註9

多数の礫で構成されている点大いに異なる所である。

3 箱式石棺墓について

3基を検出したか，各々タイプを異にしている。蓋石の覆せ方は 1号が石材を並列させ，相

互の石が接することはあっても，重なり合うことはなく，接し•た部分には粘土による目張りか，

あるいは更にその上に蓋石を重ねている。この方法は殆どの箱式石棺墓において確認されるも

ので通有の被覆の仕方である。 これに対し， 2号は石材の一端が他の石材に重なり合うよう

に意図して被覆されている。被覆の順序は足元から頭位にかけて被覆する例と，頭位から足元

にかけて被覆する例の両者がある。

側壁の構造については，使用石材の長さに規定されるが，また埋葬法の在り方によっても異
註10

なってくる。例えば，前期後半に位置付けられる五島小値賀町殿寺遺跡第 1号石棺墓は工事に

より破壊されていたものの，墓壊底の石材据置溝の存在より推定して，内法75X60cm弱の規模
註11

とされている。化屋大島 1号・ 2号石棺墓（前期末）が105X45cm,117 X47cmほど，宇久町松
註12 註13

原遺跡は板付I式小壺を副葬しており，同様に規模は小さい。また，中期に比される深堀遺跡

の箱式石棺墓は108X56cmを測り，深さも56cmと深い。この石棺墓では追葬が認められており，
註14

葬位は仰臥屈葬であった。これは従来から指摘されているように縄文晩期に出現する支石墓の

下部構造との類縁性が認められよう。葬位は大略仰臥屈葬位である。以上のように既して古期

において棺身が短くて深いものが見られるようである。

後期から古墳時代にかけては，伸展葬が定着し棺身が長くなるために使用側壁数も増し，ま

た蓋石も同様の傾向をとる。屈肢葬から伸展葬への葬位の変化が，棺身の長短に起因した結果
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であろう。

内部施設には，

に ヽ整備さ札る傾向にあるよう）こ。

さて，本遺跡の箱式石棺墓は，蓋石被覆の方法，

の，築造時期は粗近接したものと思われる。
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土器はすべて糸切り

頃）以降の所産と

墓出土品に類似する。こ
註21

『西郷記』には，天正15年の扇畠（陣の辻）の合戦を記し，戦死者の「首塚」を立て

香月氏の本員地とされ16世紀の年代が付与されている。

9’ こf
 
ま

た記事を

このことより，

註 19

しによって抄り，形態，法呈恙から大宰府出土 SX 1400新(14世紀中

えられる。下阪について し、ヽ が，北九か卜1

ちたい。
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詫 7文献の第 2号知祀遣構及び註 1文献の祭祀選柏は固様の湘稽状況を示している。

註 1文献の祭祀遺構下は約 5-25cm大の喫を含んているか、本遺跡ほど多量てはない。
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図版 2

1。 G-2土層 り］

L G~3 土層 リ）

3 。 rG~G エ層 （西より）



図版 3

1. 甕棺墓出土状況（北より）

2 . 甕棺墓堀（北より）

3 . 集石遺構（東より）



図版4

1. 祭祀遺構遺物出土状況

（南より）

2 . 掘り上げ後の土堀の状態

（北より）

3 . 円形土壊（東より）



図版 5

1 , 1号箱式石棺墓（東より）

2。蓋石除去後（北より）

ea 



図版6

1 . 2号箱式石棺墓（東より）

2。蓋石除去後（東より）

3。墓壕（東より）



図版？

1 0 3号箱式石棺墓（北より）

2 . 小口 北より）



図版 8

1 . 1号円形土塘墓（西より）

2 . 2号円形土塘墓（東より）

3 . 3号円形土壊墓頭蓋出土

状態（南より）



図版 3 出土造物



図版10

1. 四時秋出土甕棺

2 ~4. 

1号円形土壊墓人骨
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